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本物のフランチャイズ・ビジネスの、普及・啓蒙活動を通して社会に貢献する事を経
営理念とする、日本フランチャイズ総合研究所が発信するフランチャイズ・ニュース
です。
最新のフランチャイズ業界情報から、記事の裏側まで、業界に精通したコンサルタン
ト達が、ちょっと役立つ情報をご提供いたします。
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● Chapter 01 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ 業 界 ニ ュ ー ス ≫

「第１回フランチャイズ・ビジネス ミーティング」開催

フランチャイズ本部を運営するに際し、最重要課題となるのが加盟店を募集し店舗
数・シェアを拡大することです。具体的には既存店舗で使用するパンフレット・ポス
ターの活用、加盟説明会の実施、自社ホームページでの訴求、比較サイト等への掲載、
そして募集に向けたイベントへの参加等があります。その中で、現在加盟店開発に向
けたイベントとしては、大きく２つが知られております。リクルート社主催の「アン
トレフェア」と、日本経済新聞社主催「フランチャイズ・ショー」です。どちらも大
きな規模で実施しており、雑誌連携や交通広告など使って広く訴求されております。

しかし、大規模であるがゆえに、年間回数が少ないことや参加費用も決して安くな
いという点など、特に立ち上げ初期段階のフランチャイズ本部にとっては活用に苦慮
する部分もあるかと思います。

この度、弊社と流通専門誌の大手であるダイヤモンド・フリードマン社との共催で
「フランチャイズ・ビジネス ミーティング」を開催することとなりました。比較的



安い費用で募集機会を増やすことは、立ち上げ初期段階のフランチャイズ本部にとっ
て有効な手段となります。もちろんすでにシステムが確立されたフランチャイズ本部
にとっても、募集機会の多様化は安定した加盟希望者確保へつながってまいります。

ぜひこの機会にご参加をご検討ください。

フランチャイズ・ビジネス ミーティングとは

○弊社日本フランチャイズ総合研究所と、ビジネス雑誌の大手ダイヤモンド社のグル
ープ企業で、流通専門誌の出版社「ダイヤモンド・フリードマン社」との共同企画
です。

○他のメディアには出ないフランチャイズ・ビジネスの真の実情をフランチャイズ加
盟希望者向けにレクチャーいたします。

○参加者の中心は、ダイヤモンド・フリードマン社の流通専門誌読者、弊社のセミナ
ー参加者など、セグメントされた加盟希望者、オーナー候補者の方々です。

○主催二社が推奨する有望・優良フランチャイズ本部から加盟希望者に向けてプレゼ
ンテーションの場も提供いたします。

○会場には本部専用ブースを設け、加盟希望者との直接コミュニケーションの場もご
ざいます。

開催概要
日 時：2008 年１２月１３日（土）
時 間：１３：００～１７：００（予定）
会 場：ダイヤモンド社石山記念ホール（青山）

主なプログラム
フランチャイズ本部のプレゼンテーション
パネルディスカッション
公開セミナー
質疑応答・相談会

出展者特典
ダイヤモンド・フリードマン社オンラインメディア告知
オンラインメディアでのメールサービスにて告知

「フランチャイズ・ビジネス・ミーティング」案内ページ
http://www.diamond-friedman.co.jp/FCB/mtg0812/

※ ご不明な点、ご質問等ございましたら、お気軽に弊社までお問い合わせください。

● Chapter 02 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ ア メ リ カ の 最 新 事 情 ≫

--------------------------------------------------------- 第 ２５ 回 -----
【 ブレア(BREA) <4> 】

----------------------------------------------------------------------------



前回に引き続き「ブレア・モール」の「フードコート」のテナントをご紹介します。

［フードコート］（２）

◎CALIFORNIA CRISP
このチェーンもフードコート御三家の１つで、アメリカン・スタイルのデリカテッ

センの店です。ローストビーフ、ローストチキン、ハム、ソーセージが中心ですが、
最近はサラダバーが大人気です。ラッシュアワーには行列ができ、売上の大半はサラ
ダバーが占めています。

◎CARL'S JR
商品のクォリティは高く、ハンバーガーが主流ですが、ローストビーフ・サンドイ

ッチが人気商品の１つになっています。オーダー・ツー・クック・システム（お客様
が商品を注文されてから調理する方式）ですので、商品が提供されるまでは時間がか
かりますが、その分品質がカバーしています。またサラダバーも人気を高めています。

◎TERIYAKI PALACE
テリヤキ料理の専門店で、テリヤキソース好きのアメリカ人に人気の高い料理です。

◎BENNEFF'S
バーベキュー専門店で、バーベキュー・リブが最も人気があります。

◎ARBY'S
ローストビーフ・サンドイッチの専門店で、比較的価格が安いので人気の店の１つ

になっています。

◎THE GREAT STEAK
ステーキ専門店として、フードコート御三家に迫るテナントとして人気を高めてい

ます。

◎SBARRO'S
フードコート御三家の１つで、イタリアン料理で、ピザ、スパゲティ、ラザニアの

人気が高く行列のできる店です。

◎１ POTATO ２
ベイクト・ポテトの専門店で、ほくほくの商品で人気を集めています。

◎A&W HOT DOG
もともとはハンバーガーとルートビアのチェーンですが、このフードコートでは、

ホットドッグの専門店として出店しています。

◎HAAGEN DAZS
今やプレミアム・アイスクリームの第一人者で、ショッピングセンターのテナント

として欠かせない地位にまでになっています。

◎MRS.FIELD'S COOKIES
アメリカのテイタイムに欠かせないクッキーのチェーンで、フードコートの新しい

顔として登場しています。

to be continued



● Chapter 03 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ ・ ビ ジ ネ ス の 歴 史 ≫

----------------------------------------------------------------------------
【 フ ラ ン チ ャ イ ズ 発 展 史 】

--------------------------------------------------------- 第 ２７ 回 -----

［ マ ク ド ナ ル ド ］ (９)

前回は「マクドナルド」の「組織運営」について説明しましたが、今回は「品質管
理」について説明しましょう。

<4> 品質管理

「マクドナルド」の品質第一主義の「Get Fresh」「Quality & Quantity」という
スローガンがあるが、これは「いつでも、どこでも、誰がつくっても、変わらない高
品質の商品の提供」をめざしているもので、商品の設計はもちろんのこと、それを維
持するためのシステム化がなされている。

「マクドナルド」の品質管理の基本的な考え方は、良い品を売ることで、価値ある
良い商品を誰にも誇れるクォリティのあるものとしている。しかも完璧でない限り売
ってはならないという、「レス・プロダクト・モア・オッフン（Less Product More
Often）」というもので、生産量は少なめで、何回もつくれるというものである。
「マクドナルド」は商品は素早く提供するために、お客様がご注文をされた時には、
すでに作られているものが多いが、この何回でも作れるというスローガンを実現する
ことによって解決している。

●カリブレーション（calibration）：毎日の品質検査
品質チェックのために、次のようなことが行われる。

（ａ）味覚、視覚、聴覚、臭覚、触覚の五感テスト。
（ｂ）サーモメーター（温度計）、ストップ・ウォッチ、メジャー・カップ（計量

カップ）の機器を使用した科学的計測。
（ｃ）精密検査（機器の診断）

●コールド・ドリンクのカリブレーション
（ａ）糖度：コーラ 11.5 ファンタ・オレンジ 13.0
（ｂ）炭酸の圧力：１次圧 140DSI（パー・スクェア・インチ）

２次圧 炭酸水 80 シロップ 50
（ｃ）シロップと水の比率：１対 5.4 または 4.4
（ｄ）商品寿命：コーラとファンタは室温保管で 75 日
（ｅ）お客様に提供する時の温度：4.4℃

●トースター、グリル、フライヤーのファクトリー化

●納品温度や貯蔵温度の基準設定



●ホールディング・タイム（holding time）

商品の新鮮さを維持するために、使用品の品質が劣化する依然に、惜しげもなく廃
棄しなければならない。そして、各店の廃棄率は、コンピュータではじき出されてお
り、各店の平均廃棄率との誤差が大きいと、廃棄を着実に実行しているかのチェック
を行っているほどである。

（主な商品のホールディング・タイム）

主 な 商 品 ホールディング・タイム
フレンチフライ ７分間
コーヒー 30 分間
ホット・アップルパイ 90 分間

to be continued

● Chapter 04 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ 関 連 知 識 ≫

----------------------------------------------------------------------------
「 ＱＳＣ 」

----------------------------------------------------------------------------

「品質(Quarity)」「サービス(Service)」「清潔(Cleanliness)」３要素の頭文字
をとったもの。特に飲食店に携わるものが遵守すべきもっとも基本的で重要な原則。

「品質(Quarity)」とは、良質な食材を用いて適正な調理法で、常に最良のコンデ
ィションを保ち、安定した品質の美味しい料理を提供することをいう。

「サービス(Service)」とは、ご来店のお客様が全時間帯にわたって心地よく過ご
せる配慮で、その中にはタイミングの良い料理提供や他のお客様への配慮・気遣い
も含まれる。その基本としてサービスに対する愛着、誇りを持つことが必要である。

「清潔(Cleanliness)」とは、店舗及びオペレーションが食品衛生上安全な状態で
あることを基本に、店舗・従業員の清潔感の維持、店内外が常にお客様をお迎えする
状態となっていることをいう。

この「ＱＳＣ」を推進するためには、経営者・企業の強い意志を継続させる必要が
あり、また、実現するためには、店舗づくりを含めたハード面、作業の仕組みづくり
などのソフト面、現場で働くスタッフの意識と行動がポイントとなる。

● Chapter 05 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ セ ミ ナ ー 案 内 ≫

弊研究所所長内川昭比古が講演する各セミナーをご案内致します。弊研究所所長



の内川昭比古は経済産業省が国家として公認している唯一のフランチャイズ業界の
総本山である社団法人日本フランチャイズ・チェーン協会の会員サービス部長を
兼務致しております。

----------------------------------------------------------------------------

1．「フランチャイズ加盟無料セミナー」

日 時 11 月 8 日 土曜日 14 時 ～ 17 時

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズに加盟し独立・開業を検討されている皆様に、
フランチャイズ・ビジネスの基礎知識、加盟のポイント、本部との
上手な付き合い方を紹介。また、弊社のフランチャイズ加盟サポー
トシステムをご紹介いたします。

参 加 費 無 料

お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp

----------------------------------------------------------------------------

2．リクルート アントレフェア in 大阪
「有望フランチャイズ＆正しい本部の選び方」

日 時 11 月 22 日 土曜日 13 時 30 分 ～ 14 時 15 分 （予定）

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 大阪南港ＡＴＣホール

セミナー内容 フランチャイズ・チェーンの基礎知識から、有望フランチャイズの
見分け方、フランチャイズ本部と上手に付き合う方法など、専門家
ならではのチェックポイントをご紹介いたします。

参 加 費 無 料

お問合わせ先 リクルート・アントレ ＦＣ＆独立開業フェア 事務局
http://entre.yahoo.co.jp/info/fair/index.html

----------------------------------------------------------------------------

3．「フランチャイズ・ビジネス本部構築・再構築セミナー」



日 時 11 月 27 日 木曜日 12 時 30 分 ～ 17 時 30 分

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズ・チェーンの本部機能再構築をご検討されている方、
フランチャイズ・ビジネスを構築中の方に、フランチャイズ・ビジ
ネスの基礎知識から、構築ステップ、加盟店開発戦略まで、フラン
チャイズ・ビジネス本部構築について講義いたします。

参 加 費 24,000 円

お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp

● Chapter 06 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ 編 集 後 記 ≫

最後までお付き合いいただき、ありがとうございます。

１１月に入りめっきり寒さを感じるようになりました。寒暖の差が大きく「秋」が
深まっていきます。年の瀬の近づきを街の風景が教えてくれています。

ビジネス社会は勿論、世の中全体がおかしな状況となっております。アメリカのサ
ブプライム問題に端を発し、世界の金融市場が負の連鎖に巻き込まれ、実体経済に悪
影響を及ぼしております。

平家物語の冒頭部分「祇園精舎の鐘の声 諸行無常の響きあり 沙羅双樹の花の色
盛者必衰の理をあらわす おごれる人も久しからず ただ春の世の夢のごとし たけ
き者も遂には滅びぬ 偏に風の前の塵に同じ」平家と同様、わが世の春を謳歌してい
た金融業界もいまや青息吐息です。世界規模の影響ですので政府による資金投入もい
たしかたないこととはいえ、コツコツと地道に働いてきた我々庶民には、腑に落ちな
い面を持っています。

今の世の中を見渡すと暗いことばかりが入ってきます。ビジネスの世界でも売上・
販売が低迷し、その原因を現状の社会環境のせいにしまいがちです。こんな時代だか
らこそ、小さな明るさが必要ではないでしょうか。目標を実現可能なものに置き換え、
達成したことを喜ぶ。今まで走ってきた道をもう一度今度は歩いて見直してみる。一
人ひとりの気持ちこそが世の中そのものです。

日本の実態はまだまだ元気です。基盤はしっかりしています。国民性もまじめで勤
勉なので、決して悲観することはありません。

「泰然自若」。晴れの日ばかりではありませんが、雨の日ばかりでもありません。
今を精いっぱい生きる。小さな明るさが集まれば、大きな明るさとなります。自分を、



仕事を見直す良い機会ととらえて、暗い気持ちをリセットしてはいかがでしょうか。

炉端に熱燗、旬の肴。紅葉も見ごろです。良い季節になりました。楽しいひと時の
ため、もうひと頑張りといきましょう。

くれぐれもご自愛の程。

※ このメールは以下の皆様に配信させて頂いております。

・ 弊社コンサルタントが名刺交換をさせて頂いた方。
・ 日本フランチャイズ総合研究所にお問い合わせをいただいた方

※ ご意見、ご要望、ご質問は下記アドレスまでご連絡ください。
尚、配信停止をご希望される場合も、下記までご連絡ください。

Mail to: franchise-news@the-franchise.co.jp
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